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クミアイ化学は、1949年に設立し、2019年に70周年を迎えました。
世界の安定した食料生産と環境保全に貢献すべく、国内だけでなく海外にも目を向け、
これからも積極的にビジネスを展開していきます。

社会・農業の動き

クミアイ化学工業の
動き

1949　1949　�庵原農薬株式会社として発足�庵原農薬株式会社として発足

1961　�菊川実験農場開設

1962　�小牛田工場、龍野工場落成

1965　1965　��イハラケミカル工業株式会社設立�
現イハラブラス社を設立（ブラジル）

1967　1967　��水稲用殺菌剤�
「キタジン®P（有効成分名：IBP）」を開発

1978　1978　K-I CHEMICAL U.S.A. INC.設立K-I CHEMICAL U.S.A. INC.設立

1980　�株式会社ケイ・アイ研究所設立�
（現 化学研究所 創薬研究センター）

1994　1994　�植物成長調整剤��植物成長調整剤�
「ビビフル®（有効成分名：プロヘキサジオンカルシウム塩）」�
を開発

1995　�棉用除草剤�
「ステイプル（有効成分名：ピリチオバックナトリウム塩）」�
を開発（米国）

1996　�水稲用除草剤�
「ノミニー®（有効成分名：ビスピリバックナトリウム塩）」�
を開発（フィリピン）

1996　�ミシシッピ試験場を開設

2003　�微生物農薬「エコホープ®（有効成分名：トリコデルマ アトロビリデ）」�
を開発

2016　�Iharanikkei Chemical（Thailand）Co., Ltd.設立

2018　�水稲用除草剤�
「エフィーダ®（有効成分名：フェンキノトリオン）」�
を開発

2020　�水稲用殺菌剤�
「ディザルタ®（有効成分名：ジクロベンチアゾクス）」�
を開発

2019　�水稲用除草剤�
「ベンスルフロンメチル」の中国を除く�
アジア太平洋地域における事業譲受

2021　�Asiatic Agricultural Industries Pte. Ltd.の�
株式取得

2022　�アグリ・コア株式会社の株式取得

1959　�国産農薬第1号の水稲用殺菌剤�
「アソジン（有効成分名：MAS）」�
を開発

1969　1969　�水稲用除草剤��水稲用除草剤�
「サターン®（有効成分名：チオベンカルブ）」�
を開発

20112011　�畑作・芝用除草剤「アクシーブ®（有効成分名：ピロキサスルホン）」�
を開発（オーストラリア）

2017　�イハラケミカル工業株式会社と経営統合

クミアイ化学のあゆみ

国内農薬のトップメーカーへの躍進 
（1969～1989）
高度経済成長期、産業構造の変化により、農業就
労人口が急激に減少し、農作業省力化のニーズ
が増加。当社が開発した除草剤サターン®は、
1974年には全国水田面積の50.4％で使用さ
れ、当社の成長と屋台骨を支える最初の大型商
品になりました。

設立～国産農薬の開発 
（1949～1969）
戦後、農業生産力の低下が大きな課題となる中、農薬の製
剤・販売を行い食料問題の解決に貢献。1959年には国産
農薬第1号となる殺菌剤「アソジン」、1965年には「キタ
ジン®」を開発するなど、国内農薬メーカーとしての地位
を確立しました。

研究開発型グローバル企業への展開 
（1989～2017）
国内の農薬市場が伸び悩む一方、地球規模では爆発的な人口増加を
支える食料の安定供給が大きな課題となりました。当社が早くから
手がけた世界市場に向けた製品の研究開発の成果は、90年代に実を
結び、米国や東南アジアで大きく売上を伸ばしました。

化成品事業を擁する最先端の化学メーカーへ 
（2017～現在）
新たな価値創造に向けて、2017年にイハラケミカル工
業と経営統合。創薬から製造、販売までを一貫して手がけ
る農薬事業を軸に、化成品事業を擁する体制を確立しま
した。長年培った技術を活かし、新たな顧客ニーズに応え
る製品開発を推進するとともに、持続可能な社会の実現
に向けた新しい取り組みを加速しています。

売上高推移

2022年度売上高2022年度売上高
1,453億円1,453億円

四つんばい除草からの
解放

有機水銀農薬の残留問題
（低残留性農薬への転換） 米の生産過剰 減反政策

園芸用（果樹・野菜）農薬の
需要拡大

食料自給率の低下
除草剤抵抗性雑草の発生が
問題化 残留農薬問題

農家の高齢化・
後継者不足深刻化 世界人口爆発 食料不足懸念

国内人口減少時代
みどりの食料システム戦略（食料・農林水産業の生産力向上と持続性の�
両立をイノベーションで実現）提唱
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サステナビリティ価値創造に向けた取り組み コーポレートデータ




